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農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

(28) 稲刈り体験 

ＪＡ佐賀市中央（佐賀県） 

新規 継続 

 
○ 

（平成 18年 5月） 

 

1 動機 

（経緯） 

地域の子ども達に、日頃食べているお米について学ぶ機会を設け、食への関心や

食を支える農の役割、地域の食文化に対する理解を広げることを目的としていま

す。 

2 概要 1.参加人数：真生幼稚園（年中・年長）児童約 40名、先生 4名他保護者数名 

     神野小学生 約 130 名、先生 5名 

2.日時：平成 28年 10月 18日（火） 

3.場所：稲作り体験圃場（神園３丁目） 

 

真生幼稚園児には、稲刈り～脱穀～とうみの体験を、神野小学生には、各組代表

３名に脱穀～とうみの体験をしてもらいました。その後、全員で稲刈りを行い、

刈った稲をコンバインに入れて現代の稲刈りを体験してもらいました 

3 成果 

（効果） 

児童は協力しながら作業を行い、日頃口にしている「お米」について興味・関心

を持ってもらうことができた。子ども達は笑顔で作業するなど、活動を通じて食

への関心、農の役割、地域の食文化に対する理解を広げるとともに、地域の方や

ＪＡ職員との交流も図れました。 

また、地域密着型の金融機関として地域の子ども達の豊かな生活づくりに貢献で

きました。 

4 今後の予

定（課題） 

今後も当取組を継続して行っていく予定です。 
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